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メルマガ 10月（７２号） 

 

若手クラブ仕事人の夢メッセージ 

 池 史直 さん 

 

１．NPO 法人よりづか☆ちょいスポ倶楽部に係わった経緯 

4 年前、当時のクラブマネジャーの

久保田氏から誘われ、高校の時間講

師を勤めるかたわらクラブ運営に関

わるようになりました。久保田氏と

は社会人ラグビーチームで監督と選

手という関係だったのですが、声を

掛けられてクラブに行ってみると、

ラグビーの指導はもちろん、ヨガや

そば打ちまで自分の経験したことの

ない活動がいろいろあって、好奇心

が旺盛な自分はどんどん総合型地域

スポーツクラブの魅力にはまってい

きました。 

 

２．専任クラブマネジャーとしての想い 

今感じている事は、更なるクラブ活動の充実と活動範囲を広げていき、より多くの人々と交

流していきたいと思っています。例えば、新潟県で行われた生涯スポーツの大会へ参加した際、

その大会では必ず交流の機会が設けられており、その雰囲気の素晴らしさを実感した事で、人

とのつながりの大切さを知りました。 

こうした交流の場づくりを通して、人々を巻き込み、総合型地域スポーツクラブを通じた地

域を作っていくのも楽しみとなっています。 

 

３．NPO 法人申請を通しての成長 

運営に携わって一番の責任ある仕事を任された“登記”を済ませ「ほっ」としたところです。

これを契機にクラブがより注目を浴び、自分の役割も非常に大きなものになっていくことを実

感しました。提出する書類の正確さが求められ、慣れない作業に四苦八苦しましたが、こうし

たことを一つ一つクリアしていくことでクラブの社会的な信用が得られていくのだと思いまし

た。自分としてもクラブマネジャーとして成長したんじゃないかと感じています。 
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４．夢について 

地域の人々が集まる場があり、子どもから大人までそれぞれのスポーツの話題で楽しく盛り

上がれる環境を作ることが自分の夢です。違うスポーツをしていても、同じクラブに所属して

いることで常に顔を合わせる機会があり、大会等があった時には違う種目であっても応援に行

くような「環境」を作りたいと思っています。 

例えば、「花園」や「甲子園」に出場した高

校をその地域の人々がみんなで応援するような。

このように、クラブ内のつながりがどんどん進

んでいき、その輪が地域全体に広がっていき、

出会う人がみんな顔見知りで子供から年輩の人

までクラブのことを話せるような環境を作りた

いと思っています。 

 

５．全国の仲間にメッセージ 

スポーツに育てられた自分が、スポーツ環境を作ることに関わっていることがとても幸せで

す。いろいろな問題にぶつかって失敗ばかりしていますが、あきらめずにやり続ける事が一番

の成功へとつながる道だと思っています。 

先は険しい道だと思いますが、全国に自分と同じように頑張っている人たちがいる事が自分

の助けになっています。 

皆さんも一緒に頑張っていきましょう!! 

久保田 智  北海道クラブ育成アドバイザー 

 

【NPO 法人よりづか☆ちょいスポ倶楽部 プロフィール】 

１．設  立   設立年月日：平成 20 年 2 月 29 日  

経緯：四里塚町内会を中心に地域住民の健康増進とコミュニケーション作り、子供達

の育成を目指して設立 

２．地  域  人口：北海道北広島市 63,000 人（内クラブハウスのある大曲地区 17,000 人）  

特性：札幌市に隣接するベッドタウン。大型商業施設が立ち並ぶ。 

３．クラブ   会員数：537 人（平成 23 年 9 月現在） 

特徴：小学生が中心にタグラグビーやバドミントンを行う。今年になってノルディッ

クウォーキングやレスミルズというフィットネスプログラムを導入 

年間予算規模：1,200 万円（toto 助成金を含む） 

４．連絡先 〒061-1273 北海道北広島市大曲柏葉 5丁目 11-5 四里塚会館内 

ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１１－３７６－３４９７  

       Email：info@choice-sports.net   URL：http://www.choice-sports.net/ 

 

関連リンク：久保田智氏プロフィール（ページ下） 

http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/1.html 
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